






〔結果とまとめ〕 

供試した MCLS の患者の性別は No.1 が女児で No-2～No.6 までのものが男児であった。使用

培地上での定性的集落形成を表 1 に示す。HIA(4%馬血液),CoIumbia 培地(4%羊血液)と

HIA+5%血液加チョコレート培地(300μg/ml,Bacitracin 添加)で+++の集落形成をみ,GC 培

地,HIA+5%馬血液チョコレート培地,GAM 培地では++であった。スタヒロコッカス 110 培地

上では 2例に数個の集落形成であり,DHL 培地,GC+VCN 阻止剤添加培地,PPLO 培地,A 群溶連

菌培地,サブロー寒天培地では集落の形成はなかった。 

おのおのの患者別の主要分離菌の成績は表 2 に示す通りであり,No.1～No,6 までの全例に

分離できたのは viridans streptococci であり,次いで Hemop11ilusinfluenzae が 4 例に,

また St.aureus が 3例に検出されたが菌数はそれぞれ数個のみであった。その他,非病原性

ナイセリヤとパラインフルエンザーがほぼ全例に検出された。 

今回,わたくしたちが検査した結果では抗生剤の使用,未使用にかかわらず全例に

Viridans Streptoco ㏄ i が多数認められ,次いで Hemophilus influenzae が主要分離菌と

してあげられる。しかしながら疫学的に低年令層に多く検出される A群溶連菌は,直接培養

さらに増菌培地でもⅠ例も検出できなかった。またstaphyloco ㏄ usaureus は 3例から極

少数ずつ検出されたが病因を推論できる程度のものではなかった。 

今回提供をうけたのは6例の上気道材料であるが検出された菌が数種に限られまた,A群溶

連菌が検出されなかったことが特徴的であった。当疾患が感染症の疑いが濃厚なのでさら

に検査例数をかさねて検討を加えていきたい。 


